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文化財活用による観光まちづくりに関する考察
―中国の観光都市青島市瑯琊台文化財を事例にして―
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A Case of the Langya Stand Cultural Asset in the Chinese Tourist City Qingdao
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【要 旨】
青島には文化資源が多いが、観光資源としての開発がまだ十分ではないのが現状であ

る。紀元前２２０年ごろ秦の始皇帝⑴が徐福⑵を東の「 洲」という仙人が住んでいる島に、「不
老不死の薬」を取りに行かせたという記録がある。さらに徐福の日本への出発場所が青島
の近くの琅琊台であった。本論文はこれまでこの歴史文化資源の活用及び観光開発に関す
る資料などを調べ、さらに青島市の瑯琊台文化開発をめぐって、青島市の歴史文化資源の
活用による観光文化都市建設への可能性及び現存問題点を考察した。
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１．はじめに

現代社会において経済と文化は、明確に分離
できなくなり、経済の文化化、文化の経済化へ
の現象はすでに、世界各地では現代の発展のパ
ターンとなっている。第１１回目となる共産党代
表大会⑶では、中国・青島市は「文化は都市の
魂であり、都市としての重要な競争力である。
青島には文化資源が多く、潜在的な力があるた
め今後、文化の流行動向が牽引力を発揮し、国
民の教育、社会への貢献、経済の発展の分野で

役立ち、文化的な発想及び文化の力で視野を広
げ、高レベルの発進で力強く文化の改革を進
め、青島を文化センスがあり、文化の要素が多
く、文化事業の繁栄、文化産業を発達させ、青
島を現代海浜文化がある有名都市を目指すよう
に頑張る」という内容が報告書で明確に記載さ
れた。さらに、「青い色文化を青島市の特色と
して全面的にアピールし、現代化海洋観光文化
名城を目指して都市の建設を継続する」との文
言も数回に渡り強調した。今後、青島市を文化
都市青島市とすることが市政府の主な方針と
なっている。
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青島

これを受けて、青島市の政府はすでに『青島
市青い色経済発展企画案』を発表した。青島市
にとって今後、この案を実現するため、青い文
化に関連する様々な事業の推進と開発が急務と
なっている。ただ、海洋文化として青島にとっ
ては無視できないのが徐福に関連することであ
る。「徐福東渡」と言葉は、中国人によく知ら
れていることであるが、紀元前２２０年ごろ秦の
始皇帝が徐福を東の「 洲」という仙人が住ん
でいる島に、「不老不死の薬」を取りに行かせ
たという話である。そのため、徐福は青島と深
い関係があり、徐福の日本への出発場所が青島
の近くの琅琊台であったからだ。古代では、徐
福の東海への出航地が中国にとって外海への出
発地であり、海外への交流のスタート地でもあ
る。秦と漢の時代にとって海洋文明の代表地で
もあった。海洋文化名城を目指している青島市
にとって、琅琊台及び琅琊文化を生かした開発
こそ、新しい歴史文化の観光資源となる。

２．中国の有名観光都市―青島

青島は山あり、海ありで、景色は美しく冬暖
かく夏涼しく、気候は穏やかで心地良い都市で
ある。国レベルの歴史文化都市でもあり、第一

級の中国の優れた観光都市、第一次の中国文明
都市の表彰を受け、２００８年北京オリンピックの
ヨット・レース開催都市として重要な役割を果
たした。旧市街区域のドイ総督府旧跡、中山路
劈柴院、青島ビール博物館、赤ワイン博物館、
ドイツ風情街には多くの観光客で賑わう名所で
もある。

“赤い瓦と緑の木、碧い海と青い空”の旧市
街区域、東部の近代化した新市街区域はコント
ラストのある輝きを保っている。市街区域の東
西に走っている海辺遊歩道、将桟橋、小青島、
小魚山、海底世界、第一海水浴場、八大関風景
区、五四広場、オリンピックヨットセンター、
銀海遊覧船クラブ、極地海洋世界、石老人海水
浴場など主要な観光スポットも連なっている。
中でも、青島管轄区域内は国家級の 山名勝
区、海辺景区等の観光地区があり、八大関建築
群は“万国建築物博覧”と言われている。

また、青島郊外地区の自然生態の景観や人文
の景観、名所旧跡も多彩である。長い年月にわ
たる名所琅琊台、古台観月、竜湾湧浪も見られ
る。秦の始皇帝は、三回東臨を楽しんでいる
が、帰ることを忘れたほどの景観で、徐福はこ
こから日本へ出航した。田横島の上には前漢時
代の５百義士集団が埋葬され、称賛と感動に値
する史跡で、国家級の自然保護区の馬山の石林
と春秋戦国齊長城遺跡などは中国人に褒め称え
られている。

青島港への旅客輸送は、水路から青島に入る
主要な通路の一つで、航行する国内の多数の港
町と日本の下関の３本国際定期航路、青島～韓
国インチョン、韓国群山が開通している。ここ
数年来、青島では次々と開発が進み、新しい名
所を作り上げている。例えば大空城、鳳凰島リ
ゾート地、唐島湾海浜公園、開発区野生動物世
界、珠山国家森林公園、膠南琅琊台観光地区、
即墨温泉リゾート地、城陽宝竜広場、国際工芸
品城などである。

３．青島南西にある膠南琅琊台

琅琊台は二千年前、古代の人が琅琊山の土を

図１ 青島の位置

出所：http://qd.ifeng.com/special/qdkf/
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図２ 琅琊台遺跡

出所：http://qd.ifeng.com/qingdaoyinxiang/detail＿
２０１３＿０８／０６／１０７２５８１＿０．shtm

使って台を作ったのである。周の時代初期、姜
太公⑷が斉の国⑸を領有地にし、その後、八つの
神様を作り、そのうち農業を司る「四時主神」
が琅琊山の地域に命じた。越の国の王様勾践が
琅琊山に「観台」を建設し、諸国の「国王」を
会談し、さらに、台の東部には越国の方向に向
き楼台「望越楼」を立てた。この「望越楼」の
建設の目的が、越王が高い「望越楼」に登って、
故郷の会稽を眺めるためである。

秦の始皇帝が史上初めて中国を統一した。史
書の記録によると、秦の始皇帝が全国を統一し
てから、三回に渡り琅琊台に登った。初めて琅
琊台に登った記録が琅琊台石碑の上に残る。
「大楽之，留三月。乃徙黔首三万戸琅琊台下，
�十二歳。作琅琊台，立石刻，頌秦德，明得
意。」は秦の始皇帝が琅琊台に登った一回目の
記録である。この石には当時の秦の始皇帝の様
子を記録した（図２）。

この石碑には８６文字があり、書道の秦の時代
の篆書名品として知られている。現在、現物が
中国国家博物館に収蔵されている。

徐福が秦の時代の「方士」（陰陽師）という
人物である。徐福が秦の始皇帝に懇願書を出
し、秦の始皇帝のために、長生不老の薬がある
東海にある仙人が住むところへ探しに行きたい
という願いを出した。その後、秦の始皇帝の許
可を得て、二回に渡り千人の少年（５００人）、少
女（５００）を連れて琅琊台から出発した。

徐福が韓国の洛川島を経由し最後に日本に辿
り着いた。徐福は日本各地で、当時中国の先進
の農作業技術及び文化を日本人に教えた。徐福
が日中交流の先祖であり、中国航海の第一人者
である。

その後、各時代の名人が琅琊台に訪れた記録
があった。唐時代の有名詩人李白、白楽天、蘇
軾が琅琊台に登ったことがあった。琅琊台が中
国の名所旧跡の一つとなった。

琅琊台は１９８２年に中国国務院により中国で第
一回目の国家重点名勝風景地域⑹に指定された。
１９９３年１月には「�南市琅琊台風景名勝区管理
所」が設置され、管理所がこの地域において山
の管理、森林の面積を増やす作業を行い始め
た。１９９４年１０月、徐福殿という秦の時代風の建
物を建てた後、第一段階の観光開発として、歴
史と伝説による場所を再現するために足ふみ
溝、雲梯、御道、望越楼、人物の彫刻、琅琊石
碑、観龍台などの観光用の景観を建設した。観
光地として、さらに観光資源と観光施設を増や
すためにクジラ館、観龍閣、琅琊文化展示室、
秦の時代の玄関のイメージとして秦闕、観龍
亭、神泉、龍湾海水浴場を建設した。２００８年
に、中国の天文学会の専門家が調査した結果に
よると、琅琊台は中国では最も古い天文台遺跡
であり、日の出や時間を測り、雲と気流の観
察、天文の暦法、星占い、宗教政治などの分野

図３ 琅琊台の位置

出所：http://www.qdqss.cn/
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で効果を発揮したという（図３）。
２０１０年には中国国家観光局により国家の最高

ランク（４A）である名勝区域として認定され
た。名勝区委員会が直接管理する地域の総面積
は１．９８平方キロメートルで、関連全域の自然保
全面積が５．８８平方キロメートルにも及ぶ。

名勝区域では文化財が大量に発掘された。台
を築くため各時代により建設された土の層も違
う。各層の厚さは６ミリある。各時代の特徴が
一目瞭然。管理区域では「千秋万歳」と呼ばれ
る秦の時代の瓦が発掘された。発掘された瓦は
中国の「一級文物」（国家文化財）として認定
された。景勝区域内の数か所から秦の時代前期
の陶製の下水道を発見した。

琅琊台の南方の海入口の所には、千メートル
の砂浜があり、現地の住民が「潮湾」と呼んで
いる。地元の住民の話によると、ここはかつて
徐福が造船する場であった。また、海岸の南西
に琅琊台と潮湾の間には「胡家山」があり、山
には石穴があり、伝説によると、秦の始皇帝の
妹がここに建物を建て、住んだことがあったた
め、この場所を「皇女楼」と名付けられた。

胡家山の西方面には広さが数十平方メートル
の海の湾があり、内側が昔の郡という地域につ
ながり、港が深く、湾が広い。これは古代琅琊
港のイメージあった。

古代琅琊港が春秋時代から秦・漢時代に渡
り、ずっと中国の五大港の一つであった。琅琊
港内には波がない、天然の良い港である。琅琊
港が徐福の日本への出発地であり、「海洋文明」
を開拓するための出発地である。

古代琅琊港の後ろ側には琅琊古城が立てられ
ていた。琅琊古城が山の上にあり、黄海という
海に面していて、西側が内陸につながってい
る。

琅琊は春秋時代にはすでに古代の斉国という
地方の最大の港となり、軍事面では重用な役割
を果たす要所となっている。

秦の始皇帝が中国統一を果たしてから、斉と
いう地方に琅琊郡を設置され、その遺跡地が現
在琅琊古城の所在地となっている。秦の時代に
は合計３６の郡が設置し、そのうち琅琊郡が唯一

の海に近い郡である。琅琊古城から海の上に遠
く見える島が斉堂島である。歴史の伝説による
と、秦の始皇帝が仙人を探すために滞在する場
所が斉堂島である。その島の上に昔、「娘娘廟
（女性神様を供える）」と呼ばれる寺院が現存、
秦の始皇帝の母親がかつて住んでいた場所で
あった。現在、その寺院の建物自体がすでに崩
壊している。

島内には甘い泉があり、場所は断崖の近くに
ある。秦の始皇帝の母親のかつての洗顔場所と
言われる。

斉堂島は南島と北島に分かれている。二つの
島が一本の細い砂丘でつながっている。北島は
平坦地が多いために、現在４００家族が北島で生
活している。島民は主に漁業で生活を営んでい
る。南島は海抜６９メートルの小山である。岩石
が多く、地形が険しい。しかし、南島は魚釣り
の場所として人気がある。

そのほか、沐官島は琅琊此古港の西にある。
資料によると、秦の始皇帝は仙人を探すため
に、この島に滞在し、さらに入浴した。この島
には甘い泉があり、海に近く、潮が満ちると島
自体が水面下に隠れるようになり、潮が引く
と、島が水面下から出てくる。秦の始皇帝の入
浴の遺跡と言われるところがまだ残っている。

昔、村が存在していたので、晴れた日には、
村落の遺跡の輪郭が今でも見える。しかし、観
光資源としての開発はまだ不十分である。

４．青島市を訪れる観光客の市場

図３に示しているように、近年青島市を訪れ
る国内観光客の人数が順調に伸びていることが
分かった。２０１２年国内客人数が２００６年の２８００万
人から２０１２年の５５９０万人に増えた。２０１２年は
２０１１年より１２．８％増えた。
（１）県内の客が多い

青島を訪れる客の出身地を観察すると、県内
の客が多い。来訪客全体の５１％を占めている。
北京、上海などの大都市からの客人数がそれぞ
れ７％と３％しかない（図４）。
（２）農村部の客が少ない
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近年、青島を訪れる都市部の客が多く、農村
部の客が少ないのが特徴である。都市部からの
客の人数が来訪国内客数総数の８７．４１％を占め
る。収入面では農村部の人間が少ない、さら
に、農村の人が観光にお金を使わない従来の消
費方の影響により、農村部の人の観光客数が来
訪国内観光客総数の１２．５９％しか占めていない。

しかし、近年、農村部の住民の生活が徐々に
豊かになっているから、今後、農村部の住民が
国内観光の成長が期待できる市場となる。「山
東人が山東を観光」、「青島人が青島を観光」と
いう、まず、地元及び周辺の在住民の観光需要
を引き出すのが、政府側の最新観光宣伝誘致活
動の動向である。農村部の住民に家から出ても
らい、観光地へ来てもらうように、農村部の住
民の生活スタイルを変化をさせ、国内観光市場
の拡大に繋がるように期待している。農村部で
は「農村部の観光」「伝統祭り」という身近な

観光に参加させ、彼らの観光消費を誘導し、国
内需要の拡大に貢献したい。そのため、国内観
光市場の拡大が期待できるようになる。

５．琅琊台をめぐる観光開発課題

（１）琅琊台文化財としての保全と研究の不足
海の文化遺産として国内での認識度がまだ低

い。青島市には２８の海資源を研究する機関及び
教育機関（大学）があり、２０の国家専属の海資
源の重要研究施設があるが、海に関する文化遺
産の保全と活用に関する研究がほぼないのが現
実である。そのために、海の文化遺産を保全す
るための研究が民間団体にしかない。
（２）琅琊文化に関する観光資源の開発不足

現在、琅琊台は海の文化遺産としての認識度
が低い。琅琊台の歴史上を考察すると、古代の
２０００年以上前の西周時代から秦の始皇帝まで、
さまざまな歴史の出来事がここで起こった。特
によく知られた秦の始皇帝が不老長寿の薬を求
めるために、徐福を東海の方へ派遣したこと
が、中国の海の文化を研究する時不可欠な資料
となっている。

日本には徐福と関連する場所と記録が５０数か
所があるが、中国でまだ知られていない。日中
観光を拡大するために今まで無視された観光資
源となっている。琅琊台風景観光地内には琅琊
文化の展示館がかつて建設されたが、徐福の
「殿」という建物の内部の施設が老朽化してい
る。日中間に良く知られる偉大な徐福に関する
紹介及び展示品が貧弱と言える。
（３）遅怠するインフラ整備の建設

１９８２年に琅琊地域はすでに国家国務院による
国家の重点自然風景区に指定されたが、１２年後
の１９９４年になってからやっと『青島琅琊台に関
する自然風景名勝観光区域の観光開発企画』を
発表、２００６年に『青島琅琊台区コントロール的
詳細企画』を制定した。秦の時代の「琅琊郡」
と「琅琊港」の行政管理が現在の琅琊鎮政府と
なり、琅琊台自体が琅琊台「渡仮区」観光・長
期滞在地管理委員会による行政管理の元にな
る。同じ地域内でも、複数の分野が違う行政部

図３ 青島を訪れる国内観光客数

出所：『青島市観光統計年鑑２００６年～２０１２年』

図４ 青島を訪れる客の出身地別

出所：『青島市観光統計年鑑２０１２年』を参考により
著者作成
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門が別々に管理しているのが現状である。琅琊
台の頂上まで水の供給がされず、現在のところ
水道工事を行っていない。水を使用するには、
高台の頂上まで給水車による給水を行っている
のが現状で、トイレも少なく観光地としては、
基本的な施設の建設が整備されておらず、その
ために訪れる観光客数が少なく、観光スポット
には成り得ていない。

５．終わりに

琅琊台が青島市の董家口経済区にある。董家
口港及び港周辺産業区が青島の山東半島青い色
琅経済区を建設するための五大核心区の一つで
ある。将来、重要化学関連産業区の中心地、西
海岸に現代風施設完備の最新港町を目指す地域
でもある。琅琊台が唯一、董家口経済区のうち
の歴史的元素がある地であるため、青い色文明
を代表する海洋文化を生かす海洋歴史文化的な
長期観光滞在「渡仮区」を建設するならば、最
も適切な選択と考えられる。しかし、現段階で
は、周辺地域には観光客用の宿泊施設が建設さ
れていないため、大量の観光客を受け入れる能
力を持っていない。観光地においては宿泊施設
の整備が遅れることは、観光客の誘致、滞在に
影響する。この現状が琅琊台及び関連文化観光
産業の展開を困難なものとさせている。

中国の都市観光は１９８０年代には北京、上海な
どの大都市に集中していた。現在は、各地方都
市が近代都市建設により、都市観光が各地方や
地域に変化した。地方都市の観光に周辺都市部
からの客が多いのが特徴である。さらに、日帰
り客が多く、宿泊客が少ない。都市観光では現
代風の施設を大量に建設されていたが、全国の
各地には類似するものが多い。観光客は地元と
違う観光対象を求めるのが普通で、それが観光
の目的でもある。

青島は中国のほかの地方都市と同じように、
豪華な近代施設を多く建設したが、青島を訪れ
る観光客が従来の青島のイメージとは変わらな
いと感じている。都市観光が現代の都市建設だ
けでは、観光客の観光要求を満たすことができ

ないのである。さらに歴史文化的な、現地固有
の観光資源の発掘、それを生かすことが最も重
要である。

琅琊台をめぐる古代歴史文化を観光資源とし
て今後は、都市観光の再検討が必要となる。さ
らに、青島市が単純な海港都市から歴史文化の
由諸がある観光都市への変身が必要となる。観
光客の需要を研究した上で、都市観光の建設及
び推進活動を展開すべきであろう。

参考資料

青島市政府編『青島市青い色経済発展企画案』２０１１年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２００６」 ２００７年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２００７」 ２００８年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２００８」 ２００９年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２００９」 ２０１０年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２０１０」 ２０１１年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２０１１」 ２０１２年
青島観光局編「青島市旅遊統計年鑑２０１２」 ２０１３年
青島市統計信息サイト
青島市統計局編「２０１２年青島市国民経済と社会発展統
計報告」２０１２年
http://www.qdqss.cn/
http://qd.ifeng.com/fgqd/list＿０／１．shtml
http://ja.wikipeedia.org/w/index.php
『三省堂 大辞林』

注

⑴秦の始皇帝（前２５９～前２１０）中国、秦の第一世皇帝
（在位 前２２１～前２１０）。第３１代秦王。名は政。紀元
前２２１年戦国の六国を滅ぼし、初めて中国全土を統
一、自ら皇帝と称した。郡県制を施行して中央集権
化を図り、焚書坑儒（ふんしょこうじゅ）による思
想統制、度量衡・文字・貨幣の統一、万里の長城の
増築などを行った。

⑵徐福（じょふく）とは、中国の秦朝（紀元前３世紀
頃）の方士。斉国の琅邪の出身。別名は徐市（じょ
ふつ）。子に福永・福万・徐仙・福寿がいるという。

⑶第１１回目共産党代表大会
２０１２年２月１０日～１４日、青島市内で開催される。４
年ごとに開かれる共産党員代表会議である。市内の
政府機関及び各分野から選ばれた代表者が数百人参
加した。市長が政府の仕事に関する「国作報告」の
発表は会議の一つの内容である。
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⑷姜太公 紀元前１１世紀ごろに活躍した周の軍師、後
に斉の始祖。姓は姜、氏は呂、字は子牙もしくは牙、
諱は尚とされる。軍事長官である師の職に就いてい
たことから、「師尚父」とも呼ばれる。謚は太公。斉
太公、姜太公の名でも呼ばれる。一般には太公望（た
いこうぼう）という呼び名で知られ、釣りをしてい
た逸話から、日本ではしばしば釣り師の代名詞とし
て使われる。

⑸斉の国 太公望によって立てられた国である。姓は
姜（羌とするのは誤り）であるため、戦国時代の斉
（田斉）などと区別して姜斉（きょうせい）とも呼
ばれる。紀元前３８６年に家臣の田和によって乗っ取ら
れ、姜斉はこの時点で滅ぼされた。首都は臨淄。

⑹国家重点名勝風景地域 風景名勝地域は重要な観光
資源であると同時に、再生できない資源でもある。
この再生できない資源を保全するために、中国政府
国務院が３回にわたり（１９８２年１１月、１９８８年８月、
１９９４年１月）保全すべき地域である「国家重点風景
名勝区」を発表した。
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